
 

 

１ 学校名 唐津市立七山小学校 唐津市立七山中学校 

２ 所在地 唐津市七山藤川 2263 番地 1 

３ 校長名 白水 信義 

４ 学級数 

児童生徒数 

 ９学級 

 192 人 (H24.1.31) 

５ 実施学年 

   児童生徒数 

１～９（中３）年 

188 人(H23.12.22.) 

６ 取組のねらい 
 「車いす学習」･･･車いすで生活する体験を通して、「物理的な障壁」をはじめさまざ
まな障壁に気づき、共に生活する人としての考え方を深める。また、「意識上の障壁」に
気づかせ、誰もが自由な意思を尊重され、自分らしく安心して暮らせるように自分はどう
すべきかを考えさせる。 
 
７ 取組の実際 
◎「車いす学習」 
 学級で４～５人のグループをつくり、交代で車いすに乗りながら、朝から帰りまで一緒
に生活する。 

○期間 １・２年･･･１日、３～６年･･･２日間、７～９年･･･３日間 
○時期 6 月･･･９年 ７月･･･２年 9 月･･･６・５年（２年*2 回目） 

 10 月･･･4 年 11 月･･･３・７年 12 月１・８年 
 ○ねらい  
  ＜基礎的段階＞ 

 ①車いすに触れる･･･車いすの構造や使い方、留意点を知る 
   ②車いすを使う･･･車いすに実際に乗り、授業を受けたり校内を移動したりすること

により、車いすで生活することを体験する。 
   ③車いすの援助をする･･･車いすを使う人のそばで行動することにより、援助のしか

たや接し方を知る。 
  ＜発展的段階＞ 
   ④車いすで生活する･･･車いすで生活する体験を通して、その感覚や気もちを体験的

に学ぶ。 
   ⑤車いすで生活する人のそばで生活する･･･そばで生活することを通して、共に生活

するものとしての在り方を学ぶ。 
  ＜最終段階＞ 
   ⑥ともに生活するものとして考える･･･現在の社会の現状に関心を持ち、問題点や課

題をとらえ、課題解決のための方策を調べたり、よりよい社会
を創るために必要なことや大切なことを考えたりしながら、実
践しようとする。人権意識を高め、人権感覚を磨き、人権尊重
の態度を養う。 

 
○学習の実際 
 ・ワークシート 
 

・左は、8 年生 
役割分担表 

 
・右は、３年生 

気づき記録用 
紙 

 
 
 
 
 
 
 

様式Ⅰ 

平成２３年度ユニバーサルデザイン（ＵＤ）教育の取組 



○活動のようす･･･授業、給食、集会などすべての学校生活を車いすで行動しました。 
［授業］１年生                 ５年生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ５年生                    ７年 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９年生                    ［階段］４年生 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
［給食］２年                   ３年生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



［体育館へのスロープ］ ８年生          全校集会 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○児童生徒のまとめ 

 
左は「意識の障壁」に気づいたときに記録

するシートと７年生の気づき。 
 
 車いすで生活する人がどのような気持ちに
なるか、また、周りの人の言動をどのように
受け止めるかについて気づくことができてい
る。 
 
 
 学年段階に応じて、絵日記、課題形式、感
想文などの形式で学習のまとめをした。なお、
１年生は車いす体験だけにした。 
 
 ２年生 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
３年生  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
４年生（左） 
 
 
５年生（右） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 ６年生                      ７年生（中１） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 



８年生               ９年生は、「2017 年の七山小中学校に 
                     ついて考えよう」ということで取り組み、 

 車いす学習を通して考えたことをまとめ 
 させた。 
  ９年生 ① 

  
９年生② 

 
 
 
 
 
 
 
８ 取組の成果と課題 
 車いすで生活する人の生活の実際について
体験を通して知り、校内各所の「物理的障壁」
の実態を知ったり、段差や階段等での援助の
し か た や 接 し 方 を 学 ん だ り す る こ と が で き
た。また、車いすで生活する人の心情的な面
まで迫り、「意識上の障壁」にまで気づく児
童生徒も多くいた。また、「しょうがい」を
「個性」ととらえる考え方や人権尊重の大切
さを理解することができた児童生徒も多い。 
 この学習を一過性に終わらせることになら
ないように来年度以降にどのような学習を進
めるかが課題である。そのために、体験を通
した学習を実施するとともに、他の教科等の
時間における授業等との関連づけを図る必要
がある。 
 また、児童生徒も教師もＵＤについて学び、
授業実践へつなげていくことも重要である。 

  
 

 


